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1 は じ め に

しわ粒分級基準案(作物研幻明豆類栽培生理研究室島田菊

程度   係数

鶉
Ｏ
①
の

大豆栽培において,ほ場り隊 対策を行つた転換畑では,生

育中期から登熟期にかけて青立ち株やしわ粒の発生による品

質低下が課題となつている。しわ粒の発生は,品種特性,刈り

遅れ等が主な要因であることが知られているが,その発生程度

にはカルシウムの関与が示唆されていた。そこで,カルシウム

の施肥が大豆種皮の化学組成に及ぼす影響を解析した。

2試 験 方 法

く試験1>Ca施肥量としわl■illp制効果

1)供試品種:しわ粒の発生しやすい大豆品種「リュウホウJ。

2)栽培法:農業研究センター普通畑に,化成肥料 (141■14)を

窒素成分で 0 25kg/aとなるように施月L6月 8日 に栽植密度 123

株 (1株2本、畝間 65cnl×株間 25cm)となるように播種した。

3)処理i Ca施肥量 ①対照区(Ca施肥無し)②炭酪カルシウム

施用50kg/10a(炭カル 50因 ,③炭酸カルシウム施用 100kg/10a

(炭カル 100区),④硫酸カルシウム施用 50kg 10a姉カル 50

区),⑤硫レ ルシウム施用 100kg//10a輌カル 100D,⑥硫酸

カルシウム施用 200kg/10a(硫 カル 200区)

4)調査項目:栄養生長期(7月 21日 ),開花期(R2期 :8月 8日 ),

子実肥大開始期(閾期 :9月 5日 ),子剣 巴大榊  (R6期 :9月 20

日),成熟期(10月 14日 )にサンプリングを行い,各器官のCa濃

度を lM塩酸分解後原子吸光法で分析した。また,子実及び種

皮のペクチン含量とペクチンのメチルエステル化度を調査した

(ベクチン含量 :メターハイト
.ロ

キシブフ‐ ル法,ベクチンのメチルエ

ステル化度は,アルコル岩シダセ
・・ノ■料 シタlセ・櫛 。成熟期には

収量及び収量楠戎要素を調査した。しわ粒の発生程度は(独)農

研機構作物研究所豆類栽培生理研究室島田案で分級して調査

した。

<試験2>現地栽培サンプルにおけるしわ粒発生の実態調査

1)供試品種:県内各地におけて栽培された「リュウホウJ(21点 )

2)しわ粒発生調査 :供試サンプルの栽培土壌を採種し,土壌の

Ca・ pH等を調査した。また,子実サンプルのしわ粒の発生程度

を調査して土壌中の Ca濃度との関係を解析した。

多    2

(しわの面積が 1/2以J

中    1
(しわの面積が概ね 1/2程度)

中    1

(しわの面積が概ね 1/2秘勤

少    05

(しわの面積が概ね 1/2以 Tl

3試 験 結 果 及 び 考 察

(1)現地栽培子実サンプルにおけるしわ粒発生の実態調査

しわ粒発生程度と関連形質との相関関係を見ると, しわ程

度込み指数としわ粒率はそれぞれ百粒重と負の相関関係にあ

り,」le中のCa濃度とも負の相関関係にあった(表 1)。 土壌

pHと しわ粒関連形質との間に有意な相関関係は無かつた。

(2濶琳拐J Ca濃度とCa吸収量

葉の Ca濃度は栄養生長期からR5期までは大きな差はみら

れなかったが,R6期に高まった (表 2)。 葉柄は生殖生長期に

濃度が減少する傾向にあつたがR6期に力ヽ すて増加した。茎に

おいても生殖生長期になると濃度は低下した。奏の濃度は生

殖生長期間を通じて大きな変化はみられなかつたが,収穫期

にかけて濃度か高くなる傾向にあつた。子実の濃度はR5期か

らR6期にかけて大きな変化はみられなかったが,収穫期には

低下した。種皮の濃度はR5期から収穫期に力ヽ すて徐々に増カロ

した。収穫期の各器官における処理間の濃度差は見られなか

った。

葉と葉柄のCa吸収量はR5期において高まり,R6期にかけ

て高いまま推移した (表 2)。 また,い 施用量が高い区では吸

収量が高まった。茎の吸収量はR5期で最も高くなり,その後,

収穫期に力ヽ すて低下した。奏はR6期で最も高くなり,収穫期

には減少した。子実と種皮においてはR6期にかけて高くなり,

その後,収穫期にかけての大きな変動はみられなかつた。Ca
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濃度と同様に,収穫期の各器官における処理間の差はみられ

なかつた。

(3)種皮のペクチン含量及びメチルエステル化度

種皮のペクチン含量はR6期において高まり,成熟期に力ヽ す

ての大きな変化は見られなかつた (表 3)。 また,Ca施用した

区においてペクチン含量が高し瀬 向にあったが,有意差は見

られなかつた。

種皮ペクチンのメチルエステル化度は,成熟期にかけて減

少した(表 3)。 また,各サンプリング時においてCa施用した

区のメチルエステノイヒ度は対照区と比較して低嘲頂向にあり,

硫酸カルシウムを施用した区で低い値が見られた。

(4)しわ粒率としわの発生程度

しわ粒発生率はカルシウムを施用した区0底くなり, しわ

程度込み指数においても低くなつた(表 4)。

硫酸カルシウム測甲区でメチルエステル化度が低く推移し,

しわ粒の発生割合が低し噸 向にあったことから,Ca施用によ

る土壌中の Ca濃度の増加が植物体の吸収量に影響を及ぼし,

しわ粒の発生に関与していることが推察された。レオメータ

による物理特性を調査した結果においてもカルシウム資材を

施用した場合に種皮の引つ張り強度が増し,伸長幅も大きく

なった 。。現地栽培子実サンプルにおけるしわ粒発生の実態

調査においても, しわ程度込み指数としわ粒率はそれぞれ土

壌中の Ca濃度とも負の相関関係にあり,土壌中の Ca濃度が

高い圃場ではしわの程度及びしわ粒発生割合が低かったこと

を示している。これらの結果は,Ca施用量を多くすることで

しわ粒の発生粒数が減少して 1粒当たりのしわの被害程度も

低下した昨年までの結果と同様であり,本年度の試験結果に

おいてもしわ粒発生の抑制効果が認められた。

4ま と め

以上より,カルシウム資材を施用した大豆種子において種

皮ペクチンのメチルエステノイヒ度が低下した。それに伴つて

Caイ オンによる分子間架橋の形戎が増大して種皮の柔軟性が

高まり, しわ粒発生が低減したと考えられた。

表 1 しわ粒発程度と関連形質の相関関係
セ職 童塞 百粒重

%      8

炭カル5o  o 52b  0 73`  018a  059o   068  ]26  072  018
咬カル〕oo  0 50b  0 69b  0 19a  0 660  0 60  1 02  0 63  0 16
硫カル5o   050b  079し   0,8a  066b   063  121  06?  017
驚カルloo  0 53`b 074●   016b  061ab  0 56  1 08  0 62  05
1にカル200  062c  066c  019c  065b   068  086  072  016
注1)サンプリング時期は収穣期10月 14日
注2)表 中のアルファベントが異なればT●kel法 により6ヽ水準で有意差があることを示す

炭カル50  059a  464,   461a   260o   21 8ab  l1 8o
炭カル]00  354a   381a   478a   226a   24]も    100`
硫カル50  345,   528,   389b   198b   16 9a   l1 2a
疏カル]00  390●   529a   4538   86b   :63a   133a
硫カル200  386a   526,   46?a   183b   〕8 9ab  H 7a
・11)表中のアルファベットが異なればTuk,l■ により5%水 準で有意差があることを示す
■2)*は 各器官において普通株と置立ち株の口〕で1検定により有意差があることを示→

表2 部位別カルシウム濃度とカルシウム吸収量

喜   美   子実  薇茂   よ   美  子実  種茂

(8)

332a          72 5ab          0 81a

炭カル50    332a 774a          067b
炭カル100   32 2ab    69 3b 056c

062b
1 03d

31 lab        64 9b

硫カル100   296b

対照区

硫カル50
904c

硫 カル 200   31 6ab    64 8b     0 69b
注 ]〉表中のアルファベットが異なれ

`fTok伴
法により

“

水準で有菫差があることを示す

712)しわ粒発生れは l個体毎に島日大に基づさ分級し 発生割合のみの僣

注3)しわ拉の程度込指数は 発生割合にn度を乗して求めた

(しわ『多]の粒数×2+しわ
'中
Jの拉数×1+しわ

'少
∫の粒数×05)/全粒数
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CEC    CaO    K20

m″Ю鈍器:轟 脱経
しわ粒発生率 0980ホ沐

百オ立』筐   -0798** -0862**

CEC   -0160  -0151  -0145
CaO  -0527* -0532ホ  0335  0025
K20   -0089  -0069  -0119  0578** -0100
pH      0 307    0 330  -0296   -0330    -0208    -0 121

表4 百粒重としわ粒発生離

*ホ、ホは、それぞれ1%、 椰水準で有意
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